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(57)【要約】
【課題】　ディスプレイパネルがセット部から所定距離
以上だけ離隔して取り付けられた状態で伸びたケーブル
に及ぶ外部ノイズの影響による動作不良を防止すること
ができる有機発光表示装置及びその駆動方法を提供する
。
【解決手段】　ディスプレイモジュール部から所定距離
だけ離隔したセット部に内蔵され、ブラック画面を表示
する安全モードの遂行時、前記ディスプレイモジュール
部とセット部を連結するケーブルに及ぶ外部ノイズの影
響によって安全モードが異常に維持されることを防止す
るために安全モードを解除するためのリセット信号を前
記ディスプレイモジュール部に伝送するように制御する
タイミングコントローラーを含むことを特徴とし、ディ
スプレイ装置が安全モードを無限に行ってブラック画面
を持続的に表示することを防止することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイモジュール部と、
　前記ディスプレイモジュール部から所定距離だけ離隔したセット部に内蔵されるタイミ
ングコントローラーであって、前記タイミングコントローラーは安全モードを解除するた
めのリセット信号の伝送を制御するように構成され、前記リセット信号は前記ディスプレ
イモジュール部に伝送され、前記リセット信号は、ブラック画面を表示する安全モードの
遂行時に、前記ディスプレイモジュール部とセット部を連結するケーブルに及ぶ外部ノイ
ズの影響によって安全モードが異常に維持されることを防止する、タイミングコントロー
ラーを含む、有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記タイミングコントローラーは、
　前記ディスプレイモジュール部で周期的に発生するパルス信号を受信し、設定された時
間の間に前記ディスプレイモジュール部から前記パルス信号が受信されないとき、前記デ
ィスプレイモジュール部に第１リセット信号を送信することを特徴とする、請求項１に記
載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記タイミングコントローラーは、
　前記ディスプレイモジュール部の有機発光ダイオードに印加される電圧の大きさについ
ての情報を論理信号として受信し、前記有機発光ダイオードに印加される電圧が正常電圧
の場合は正常駆動を行うことを特徴とする、請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　安全モードの遂行時に、前記タイミングコントローラーと前記ディスプレイモジュール
部はコンテンツ（ｃｏｎｔｅｎｔｓ）保護のために高帯域複製防止（Ｈｉｇｈ－ｂａｎｄ
ｗｉｄｔｈＤｉｇｉｔａｌＣｏｎｔｅｎｔＰｒｏｔｅｃｔｉｏｎ：ＨＤＣＰ）規格による
暗号化及び復号化動作を行うことを特徴とする、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記タイミングコントローラーは、
　前記ディスプレイモジュール部からのＨＤＣＰ暗号化及び復号化動作の完了による安全
モード解除信号の受信を待機し、設定された時間を超えれば前記ディスプレイモジュール
部にリセット信号を送信することを特徴とする、請求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記安全モード解除信号の受信待機のために設定された待機時間は５秒～１０秒の範囲
で設定されることを特徴とする、請求項５に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　ディスプレイモジュール部で周期的に発生するパルス信号を受信することと、
　設定された時間の間に前記ディスプレイモジュール部からパルス信号が受信されないと
き、前記ディスプレイモジュール部に第１リセット信号を送信することと、
　前記ディスプレイモジュール部の有機発光ダイオードに印加される電圧の大きさについ
ての情報を論理信号として受信し、前記電圧が正常電圧の場合に正常動作を行うことと、
　前記第１リセット信号によってブラック画面を表示する安全モードを遂行する前記ディ
スプレイモジュール部から安全モード解除信号を受信することと、
　外部ノイズの影響によって前記安全モード解除信号の受信時間が設定された時間を超え
れば、前記ディスプレイモジュール部に第２リセット信号を送信することとを含む、有機
発光表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記安全モードの遂行の設定時間は５秒～１０秒の範囲で設定されることを特徴とする
、請求項７に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記安全モードの遂行の間に前記ディスプレイモジュール部はコンテンツ（ｃｏｎｔｅ
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ｎｔｓ）保護のために高帯域複製防止（Ｈｉｇｈ－ｂａｎｄｗｉｄｔｈＤｉｇｉｔａｌＣ
ｏｎｔｅｎｔＰｒｏｔｅｃｔｉｏｎ：ＨＤＣＰ）規格によってセット部との通信を介して
暗号化及び復号化動作を行うことを特徴とする、請求項７に記載の有機発光表示装置の駆
動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機発光表示装置及びその駆動方法に関し、より詳しくはディスプレイパネル
がセット部から所定距離以上だけ離隔して取り付けられた状態で伸びたケーブルに及ぶ外
部ノイズの影響による動作不良を防止することができる有機発光表示装置及びその駆動方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置は自発光素子である有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈ
ｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：以下、“ＯＬＥＤ”という）をピクセル内に含む表
示装置である。バックライトが必要な液晶表示装置に比べ、消費電力が低く、より薄く製
作できる。また、有機発光表示装置は視野角が広くて応答速度が高い利点がある。有機発
光表示装置は大画面を量産する技術の水準まで工程技術が発展して、液晶表示装置と競争
しながら市場を拡大している。
【０００３】
　一般的な有機発光表示装置は図１（Ａ）に示したように構成される。近年には、図１（
Ｂ）に示したように、ディスプレイモジュール部３０とセット部１０が分離されたディス
プレイ装置が開発された。ディスプレイモジュール部３０に制御回路部が含まれた一般的
な表示装置とは違い、セット部１０に制御回路部を備えることによってディスプレイモジ
ュール部３０の厚さを薄くすることができる表示装置である。必要によって、図１（Ｂ）
に示したように、基本ケーブル２１に延長ケーブル２２を連結したケーブル２０が使われ
る。
【０００４】
　このような表示装置において、ケーブルに及ぶ外部ノイズの影響によってセット部１０
とディスプレイモジュール部３０間の通信動作に不良が発生する場合がある。外部ノイズ
によってセット部１０とディスプレイモジュール部３０との間の通信が切れる場合、セッ
ト部１０とディスプレイモジュール部３０との間のコンテンツ（ｃｏｎｔｅｎｔｓ）保護
のために高帯域複製防止（Ｈｉｇｈ－ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｔｅ
ｎｔ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ：ＨＤＣＰ）規格による暗号化及び復号化の動作を行う。こ
こで、持続的に外部ノイズが発生する場合、通信再開ができない問題が発生する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１８－０８４８１１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明はセット部とディスプレイモジュール部との通信動作に及ぶ外部ノイズの影響を
除去することができる有機発光表示装置及びその駆動方法を提供することを目的とする。
【０００７】
　本発明の他の目的は、ディスプレイモジュール部とセット部が分離された表示装置にお
いて相対的に長くなったケーブルによって発生し得る動作不良を防止することである。
【０００８】
　本発明のさらに他の目的は、ディスプレイモジュール部とセット部の通信状態を持続的
にモニターして、使用者が不便さを感じる時間を減らすことである。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　このような目的を達成するために、本発明の有機発光表示装置は、ディスプレイモジュ
ール部と、前記ディスプレイモジュール部から所定距離だけ離隔したセット部に内蔵され
るタイミングコントローラーであって、前記タイミングコントローラーは安全モードを解
除するためのリセット信号の伝送を制御するように構成され、前記リセット信号は前記デ
ィスプレイモジュール部に伝送され、前記リセット信号は、ブラック画面を表示する安全
モードの遂行時に、前記ディスプレイモジュール部とセット部を連結するケーブルに及ぶ
外部ノイズの影響によって安全モードが異常に維持されることを防止する、タイミングコ
ントローラーを含むことを構成の特徴とする。
【００１０】
　本発明による有機発光表示装置において、前記タイミングコントローラーは、ディスプ
レイモジュール部で周期的に発生するパルス信号を受信し、設定された時間の間に前記デ
ィスプレイモジュール部からパルス信号が受信されないとき、前記ディスプレイモジュー
ル部に第１リセット信号を送信することができる。
【００１１】
　本発明による有機発光表示装置において、前記タイミングコントローラーは、ディスプ
レイモジュール部の有機発光ダイオードに印加される電圧が印加される電力が入力されれ
ば、電源電圧の大きさについての情報を論理信号として受信し、正常電圧（“Ｈ”を受信
）の場合、正常動作を行うことができる。
【００１２】
　本発明による有機発光表示装置において、安全モードの遂行時に、前記タイミングコン
トローラーと前記ディスプレイモジュール部はコンテンツ（ｃｏｎｔｅｎｔｓ）保護のた
めに高帯域複製防止（Ｈｉｇｈ－ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｔｅｎｔ
　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ：ＨＤＣＰ）規格による暗号化及び復号化動作を行うことができ
る。
【００１３】
　本発明による有機発光表示装置において、前記タイミングコントローラーは、前記ディ
スプレイモジュール部からのＨＤＣＰ暗号化及び復号化動作の完了による安全モード解除
信号の受信を待機し、設定された時間を超えれば、前記ディスプレイモジュール部にリセ
ット信号を送信することができる。
【００１４】
　本発明による有機発光表示装置の駆動方法は、ディスプレイモジュール部で周期的に発
生するパルス信号を受信することと、設定された時間の間に前記ディスプレイモジュール
部からパルス信号が受信されないとき、前記ディスプレイモジュール部に第１リセット信
号を送信することと、前記ディスプレイモジュール部の有機発光ダイオードに印加される
電圧の大きさに対する論理信号をディスプレイモジュール部から受信することと、前記有
機発光ダイオードに印加される電圧が入力されれば、電源電圧の大きさについての情報を
論理信号に変換した情報を受信し、正常電圧（“Ｈ”として受信）の場合、正常動作を行
うことと、前記第１リセット信号によってブラック画面を表示する安全モードを遂行する
ディスプレイモジュール部から安全モード解除信号を受信することと、外部ノイズの影響
によって前記安全モード解除信号の受信時間が設定された時間を超えれば、前記ディスプ
レイモジュール部に第２リセット信号を送信することとを含む。
【００１５】
　本発明による有機発光表示装置の駆動方法において、安全モードの遂行の設定時間は５
秒～１０秒の範囲で設定されることができる。
【００１６】
　本発明による有機発光表示装置の駆動方法において、安全モードの遂行の間にディスプ
レイモジュール部はコンテンツ（ｃｏｎｔｅｎｔｓ）保護のために高帯域複製防止（Ｈｉ
ｇｈ－ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ：
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ＨＤＣＰ）規格によってセット部との通信を介して暗号化及び復号化動作を行うことがで
きる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明による有機発光表示装置による効果は次のようである。
【００１８】
　第一、ディスプレイモジュール部とセット部が分離されたディスプレイ装置において相
対的に長くなったケーブルによって発生し得る動作不良を防止することができる。
【００１９】
　第二、ディスプレイモジュール部とセット部の通信動作過程中に外部ノイズによる影響
を解消することができる。
【００２０】
　第三、ディスプレイモジュール部とセット部の通信状態を持続的にモニターして、使用
者が不便さを感じる時間を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】一般的な有機発光ディスプレイ装置及びディスプレイモジュール部とセット部が
分離されたディスプレイ装置の例示図である。
【図２】本発明による有機発光表示装置の画素構造を説明するための回路図である。
【図３】本発明による有機発光表示装置のディスプレイモジュール部とセット部間の通信
のための構成及びその動作状態を示した例示図である。
【図４】本発明による有機発光表示装置においてＢＤＰ検出及び安全モード進入条件を示
すテーブルである。
【図５】本発明による有機発光表示装置においてＢＤＰ検出可能領域及びＢＤＰ検出時の
信号処理を示した例示図である。
【図６】本発明による有機発光表示装置の駆動方法の進行過程を示したフローチャートで
ある。
【図７】本発明による有機発光表示装置の駆動方法においてＨＤＣＰ認証によるタイミン
グコントローラーの動作を示す回路図である。
【図８】本発明による有機発光表示装置の駆動方法においてタイミングコントローラーで
ディスプレイモジュール部から提供されるパルスをモニターする動作を示す回路図である
。
【図９】安全モード状態でのタイミングコントローラーの動作を示したフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　この明細書に開示されている本発明の実施例において、特定の構造的又は機能的説明は
単に本発明の実施例を説明するための目的で例示したもので、本発明の実施例は多様な形
態に実施されることができ、この明細書で説明する実施例に限定されるものと解釈されて
はいけない。
【００２３】
　本発明は多様な変更を加えることができ、さまざまな形態を有することができるもので
、特定の実施例を図面に例示して明細書に詳細に説明する。しかし、これは本発明を特定
の開示形態に限定されるものではなく、本発明の思想及び技術範囲に含まれる全ての変更
、均等物又は代替物を含むものと理解されなければならない。
【００２４】
　第１及び第２などの用語は多様な構成要素を説明するのに使われうるが、前記構成要素
は前記用語によって限定されない。前記用語は一構成要素を他の構成要素と区別する目的
のみで使われる。例えば、本発明の権利範囲から逸脱しない範疇内で第１構成要素は第２
構成要素と名付けることができ、同様に第２構成要素も第１構成要素と名付けることがで
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きる。
【００２５】
　ある構成要素が他の構成要素に“連結されて”いるとか“接続されて”いると言及した
ときには、その他の構成要素に直接連結されているとかあるいは接続されていることもあ
るが、中間にさらに他の構成要素が存在することもあると理解されなければならない。一
方、ある構成要素が他の構成要素に“直接連結されて”いるとか“直接接続されて”いる
と言及したときには、中間にさらに他の構成要素がないと理解されなければならない。構
成要素との関係を説明する他の表現、すなわち“～の間に”と“すぐ～の間に”又は“～
に隣り合う”と“～に直接隣り合う”なども同様に解釈されなければならない。
【００２６】
　本発明の明細書で使用する用語はただ特定の実施例を説明するために使われるもので、
本発明を限定しようとする意図ではない。単数の表現は、文脈上明白に他に意味しない限
り、複数の表現を含む。また、本発明の明細書で、“含む”又は“有する”などの用語は
開示された特徴、数字、段階、動作、構成要素、部分品又はこれらの組合せが存在するこ
とを指定しようとするものであり、一つ又はそれ以上の他の特徴、数字、段階、動作、構
成要素、部分品又はこれらの組合せの存在又は付加の可能性を前もって排除しないものと
理解されなければならない。
【００２７】
　他に定義しない限り、技術的又は科学的な用語を含めて、ここで使う全ての用語は本発
明が属する技術分野で通常の知識を有する者に一般的に理解されるものと同一の意味を示
す。一般的に使われる辞書に定義されているような用語は関連技術の文脈上で有する意味
と一致する意味があるものと解釈されなければならなく、本発明の明細書で明白に定義し
ない限り、理想的又は過度に形式的な意味と解釈されない。
【００２８】
　一方、ある実施例が他に具現可能な場合、特定のブロック内に明記された機能又は動作
がフローチャートに明記された手順と違って行われることもできる。例えば、連続する二
つのブロックが実際には実質的に同時に行われることもでき、関連の機能又は動作によっ
ては前記ブロックが逆に行われてもよい。
【００２９】
　以下、添付図面に基づいて本発明の好適な実施例を説明する。
【００３０】
　図２は一般的な有機発光ダイオードディスプレイ装置の画素構造を説明するための回路
図である。図２を参照すると、前記ディスプレイパネルの各画素は、第１スイッチングＴ
ＦＴＳＴ１と、第２スイッチングＴＦＴＳＴ２と、ドライビングＴＦＴＤＴと、キャパシ
タＣｓｔと、有機発光ダイオードＯＬＥＤとを備える。
【００３１】
　第１スイッチングＴＦＴＳＴ１はゲートラインＧＬに供給されるスキャン信号（ｓｃａ
ｎ、又はゲート信号）によってスイッチングされ、データラインＤＬに供給されるデータ
電圧ＶｄａｔａをドライビングＴＦＴＤＴに供給する。
【００３２】
ドライビングＴＦＴＤＴは第１スイッチングトランジスタＳＴ１から供給されるデータ電
圧Ｖｄａｔａによってスイッチングされ、電源ラインＰＬに供給される第１駆動電源ＶＤ
Ｄから有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れるデータ電流Ｉｏｌｅｄを制御する。
【００３３】
　キャパシタＣｓｔはドライビングＴＦＴＤＴのゲート端子とソース端子の間に接続され
、ドライビングＴＦＴＤＴのゲート端子に供給されるデータ電圧Ｖｄａｔａに対応する電
圧を保存し、保存された電圧でドライビングＴＦＴＤＴをターンオン（ｔｕｒｎ－ｏｎ）
させる。
【００３４】
　ゲートラインＧＬと同一方向に形成されたセンシング信号ラインＳＬを含む。前記セン
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シング信号ラインＳＬに印加されるセンス信号ｓｅｎｓｅによってスイッチングされ、有
機発光ダイオードＯＬＥＤに供給されるデータ電流ＩｏｌｅｄをドライブＩＣのＡＤＣ（
ａｎａｌｏｇｔｏ　ｄｉｇｉｔａｌ　ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）に供給する第２スイッチング
ＴＦＴＳＴ２を含む。
【００３５】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤはドライビングＴＦＴＤＴのソース端子とカソード電源Ｖ
ＳＳの間に電気的に接続され、ドライビングＴＦＴＤＴから供給されるデータ電流Ｉｏｌ
ｅｄによって発光する。
【００３６】
　有機発光表示装置の各画素は、データ電圧ＶｄａｔａによるドライビングＴＦＴＤＴの
スイッチングによって第１駆動電源ＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れるデー
タ電流Ｉｏｌｅｄの大きさを制御して有機発光ダイオードＯＬＥＤを発光させることによ
って所定の映像を表示する。
【００３７】
　図３は本発明による有機発光表示装置のディスプレイモジュール部とセット部間の通信
のための構成及びその動作状態を示す図である。図示のように、シリアライザー／デシリ
アライザー（Ｓｅｒｉａｌｉｚｅｒ／Ｄｅｓｅｒｉａｌｉｚｅｒ：以下では“ＳＥＲＤＥ
Ｓ”という）送受信部（Ｔｘ）１１０及びタイミングコントローラー（以下の図面で“Ｔ
－ｃｏｎ”と表示する）１２０を備えたセット部１００と、シリアライザー／デシリアラ
イザー（ｓｅｒｄｅｓ）送受信部３１０を備えたディスプレイモジュール部３００とを含
む。
【００３８】
　タイミングコントローラー１２０は前記ディスプレイモジュール部３００から所定距離
だけ離隔したセット部１００に内蔵され、ブラック画面を表示する安全モードの実行時、
前記ディスプレイモジュール部３００とセット部１００を連結するケーブル（図示せず）
に及ぶ外部ノイズの影響によって安全モードが異常に維持されることを防止するために安
全モードを解除するためのリセット信号を前記ディスプレイモジュール部３００に伝送す
るように制御する。
【００３９】
　セット部１００のＳｅｒｄｅｓ送受信部１１０はディスプレイモジュール部３００のＳ
ｅｒｄｅｓ送受信部３１０とのデータ通信Ｉ２Ｃを介してディスプレイモジュール部３０
０が正常動作を行っているかを確認することができる。セット部１００のＳｅｒｄｅｓ送
受信部１１０は、正常動作を行っているという状態信号を伝達するために、ＧＰＩＯ＿１
端子を介して周期的にパルス“Ａ”を出力する。一般に、このような信号を“Ｈｅａｒｔ
ｂｅａｔｐｕｌｓｅ”という。前記タイミングコントローラー１２０はＧＰＩＯ＿９端子
を介して前記Ｓｅｒｄｅｓ送受信部１１０から周期的に出力するパルス“Ａ”を受信する
。
【００４０】
　仮に、設定された時間周期（例えば“３秒”）の間に前記Ｓｅｒｄｅｓ送受信部１１０
からパルスが受信されないとき、前記タイミングコントローラー１２０はＧＰＩＯ＿１１
端子を介して前記Ｓｅｒｄｅｓ送受信部１１０と前記ディスプレイモジュール部３００の
Ｓｅｒｄｅｓ送受信部３１０に第１リセット信号“Ｂ”を送信する。前記第１リセット信
号“Ｂ”は所定のパルス幅を持って出力されうる。例えば、第１リセット信号“Ｂ”は約
“５ｍｓ”のパルス幅を持って出力されうる。前記第１リセット信号“Ｂ”はセット部１
００のＳｅｒｄｅｓ送受信部１１０及び前記ディスプレイモジュール部３００のＳｅｒｄ
ｅｓ送受信部３１０のパワーリセット端子ＰＯＲＥＳ＿Ｎに伝達される。前記パワーリセ
ット端子ＰＯＲＥＳ＿Ｎは、ネガティブ信号が入力されるとき、Ｓｅｒｄｅｓ送受信部１
１０及びＳｅｒｄｅｓ送受信部３１０をリセット（ｒｅｓｅｔ）して再駆動させる。
【００４１】
　また、前記タイミングコントローラー１２０は、ディスプレイモジュール部の有機発光
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ダイオードに印加される電圧の大きさについての情報を論理信号として受信する。すなわ
ち、ディスプレイパネルの画素を成す有機発光ダイオードに印加される駆動電圧ＥＶＤＤ
が正常に提供されるかを判断する。有機ダイオードに提供される駆動電圧が正常電圧（“
Ｈ”）の場合は正常に動作する。パネルが異常に駆動されるとき、ディスプレイモジュー
ル部３００ではブラック画面（ｂｌａｃｋ　ｓｃｒｅｅｎ）を表示しながらロー信号“Ｌ
”を出力する。
【００４２】
　前記ディスプレイモジュール部３００は、所定の安全問題が発生した場合、安全モード
“ＡＭ”に進入し、パネルを介してブラック画面を表示する。安全モードへの進入は以下
で具体的に説明する。ここで、前記Ｓｅｒｄｅｓ送受信部１１０はＩＦ＿ＡＭ＿Ｏｕｔ端
子を介してロー信号“Ｌ”を出力する。安全モード解除条件が満たされたとき、Ｓｅｒｄ
ｅｓ送受信部１１０はＩＦ＿ＡＭ＿Ｏｕｔ端子を介してハイ信号“Ｈ”を出力する。
【００４３】
　“ＥＶＤＤｒｅｓｅｔ”信号及びＳｅｒｄｅｓ送受信部１１０からのＩＦ＿ＡＭ＿Ｏｕ
ｔ端子の出力信号をアンドゲート（ＡＮＤｇａｔｅ）１２１に伝達する。前記アンドゲー
ト１２１は二つの端子から提供される信号による論理信号を出力する。前記アンドゲート
１２１の論理信号はタイミングコントローラー１２０のＥＶＤＤ＿Ｒｅｓｅｔ端子に伝達
される。アンドゲート１２１の論理信号がハイ信号“Ｈ”であるとき、前記タイミングコ
ントローラー１２０は正常出力モードに転換されて有機発光ダイオードを正常に駆動する
。
【００４４】
　一方、安全モード解除条件が満足されたとき、前記Ｓｅｒｄｅｓ送受信部１１０に備え
られたＩＦ＿ＡＭ＿Ｏｕｔ端子を介して出力されるハイ信号“Ｈ”はタイミングコントロ
ーラー１２０のＡＭ＿ｏｕｔ端子にも伝達される。
【００４５】
　図４は本発明による有機発光表示装置においてＢＤＰ検出及び安全モード進入条件を示
すテーブルである。多様な場合の数（ｃａｓｅ１～ｃａｓｅ５）に対する状態判断及びそ
れによる動作状態を示すものである。まず、ｃａｓｅ１～ｃａｓｅ４はディスプレイモジ
ュール部３００とセット部１００の間にケーブルが連結された状態であり、ｃａｓｅ５は
ケーブルが連結されていない状態である。
【００４６】
　前述したように、本発明による有機発光表示装置はディスプレイモジュール部３００と
セット部１００が所定距離以上だけ離隔したディスプレイ装置である。したがって、大部
分の使用環境でディスプレイモジュール部３００とセット部１００を連結するケーブルが
外部に露出される。このように外部に露出されたケーブルを介して高電圧が伝送されるの
で、表示装置に危険が発生することを防止するために、“安全モード（ＡＭ）”を適用し
ている。例えば、ｃａｓｅ５はケーブルが連結されていない状態でディスプレイモジュー
ル部３００のｓｅｒｄｅｓ送受信部３１０に入力されるＶｘ１Ｌｏｃｋ信号とＥＰＩＬｏ
ｃｋ＿Ｉｎ信号が共にハイ信号“Ｈ”状態の場合である。
【００４７】
　このように、ケーブルが連結されていない状態でセット部１００からディスプレイモジ
ュール部３００に供給される高電圧がそのまま露出された状態で使用者が端子と接触すれ
ば電気事故が発生する危険性が存在する。したがって、ケーブルの締結状態を勘案して、
セット部１００からディスプレイモジュール部３００に供給する電源を遮断する“安全モ
ード”で動作することができる。
【００４８】
　安全モードが行われるうち、前記ディスプレイモジュール部３００ではブラック画面を
表示するとともに、前記タイミングコントローラーと前記ディスプレイモジュール部はコ
ンテンツ（ｃｏｎｔｅｎｔｓ）保護のために高帯域複製防止（Ｈｉｇｈ－ｂａｎｄｗｉｄ
ｔｈ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ：ＨＤＣＰ）規格による
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暗号化及び復号化動作を行う。
【００４９】
　Ｖｘ１Ｌｏｃｋ信号はセット部１００のＳｅｒｄｅｓ送受信部１１０とディスプレイモ
ジュール部３００のｓｅｒｄｅｓ送受信部３１０間の通信状態を示す。すなわち、ディス
プレイモジュール部３００とセット部１００を連結するケーブルを介してやり取りする信
号を確認するためのデータビットを示す。Ｖｘ１Ｌｏｃｋ状態がロー信号“Ｌ”であると
きは正常駆動を示し、Ｖｘ１Ｌｏｃｋ状態がハイ信号“Ｈ”であるときはディスプレイモ
ジュール部３００とセット部１００の各ｓｅｒｄｅｓ送受信部１１０、３１０間の通信に
問題が発生したことを意味する。
【００５０】
　ＥＰＩＬｏｃｋ＿Ｉｎ信号はディスプレイパネルの画素を駆動するドライブＩＣのデー
タ送受信動作を確認するための信号を示す。すなわち、ディスプレイパネルに連結された
ソースドライブＩＣ（図５の３３１で表示）とディスプレイモジュール部３００のｓｅｒ
ｄｅｓ送受信部３１０間の通信状態を示す。すなわち、ＥＰＩＬｏｃｋ＿Ｉｎ信号がロー
信号“Ｌ”であるときはディスプレイモジュール部３００のソースドライブＩＣに問題が
発生した場合であり、ＥＰＩＬｏｃｋ＿Ｉｎ信号がハイ信号“Ｈ”であるときはディスプ
レイモジュール部３００のソースドライブＩＣが正常駆動を行っていることを示す。
【００５１】
　したがって、ｃａｓｅ１はケーブルが連結された状態でセット部１００のＳｅｒｄｅｓ
送受信部１１０に入力されるＶｘ１Ｌｏｃｋ信号とＥＰＩＬｏｃｋ＿Ｉｎ信号が共にハイ
信号“Ｈ”状態の場合である。すなわち、ディスプレイモジュール部３００のドライブＩ
Ｃは正常動作を示しているがディスプレイモジュール部３００とセット部１００間の通信
に問題が発生した場合を示す。ここで、セット部１００のタイミングコントローラー１２
０はＶｘ１再設定が必要な状態（Ｖｘ１Ｒｅｃｏｖｅｒｙ）であることを認識することに
なる。ここで、ディスプレイモジュール部３００は安全モードで動作し、一定時間が経過
してセット部１００とディスプレイモジュール部３００間の通信が再開すれば、安全モー
ド解除（ＡＭ＿Ｏｕｔ）信号が出力されて正常モードに転換されて正常駆動する。仮に、
一定時間の間にＶｘ１再設定を行った後に復元しない場合、安全モード解除信号（ＡＭ＿
ｏｕｔ）を出力する。
【００５２】
　一方、ケーブルが連結された状態でディスプレイモジュール部３００とセット部１００
間の通信状態（ｃａｓｅ２：“Ｈ”、ｃａｓｅ４：“Ｌ”）とは無関係にディスプレイモ
ジュール部３００のドライブＩＣが異常動作を行うｃａｓｅ２及びｃａｓｅ４の場合、セ
ット部１００のタイミングコントローラー１２０はＢＤＰ状態と認識する。有機発光表示
装置の表示パネルには各種の配線及び回路素子が配置され、このような配線及び回路素子
は、異物の注入、物理的な外力などの多様な要因によって電気的に短絡（Ｓｈｏｒｔ）す
るとかオープン（Ｏｐｅｎ）することがある。このようなパネル欠陥が発生すれば、表示
パネルの駆動が誤動作するとか画面異常が発生することがあり、ひどい場合には、表示パ
ネルのバーント（Ｂｕｒｎｔ）現象が発生して表示パネルを廃棄せざるをえない状況とな
る。タイミングコントローラー１２０は、“ＢＤＰ”状態にあると判断すると、有機パネ
ルに欠陥が発生したと判断して、ディスプレイモジュール部３００に印加する電源を遮断
する。この時、ディスプレイモジュール部３００は安全モードに進入しないので、安全モ
ード解除信号を出力しない。
【００５３】
　ディスプレイモジュール部３００が正常に駆動される状態（ｃａｓｅ３）では、セット
部１００から提供されるＶｘ１Ｌｏｃｋ信号はロー信号“Ｌ”を示し、ディスプレイモジ
ュール部３００のソースドライブＩＣ３３１からのハイ信号“Ｈ”がディスプレイモジュ
ール部３００のｓｅｒｄｅｓ送受信部３１０を介してセット部１００のＳｅｒｄｅｓ送受
信部１１０に提供される。
【００５４】
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　図５は本発明による有機発光表示装置においてＢＤＰ検出可能領域及びＢＤＰ検出時の
信号処理を示す。図示のように、ディスプレイモジュール部又はセット部との通信に問題
が発生して異常に動作する、バーント（Ｂｕｒｎｔ）が発生する可能性がある部分は次の
通りである。ＯＬＥＤパネル３３０に連結されたソースドライブＩＣ３３１からｓｅｒｄ
ｅｓ送受信部３１０に伝達されるＥＰＩＬｏｃｋ信号によってパネルの欠陥信号が提供さ
れる場合がある。この信号はディスプレイモジュール部３００とセット部１００のｓｅｒ
ｄｅｓ送受信部３１０、１１０を介してタイミングコントローラー（Ｔ－ｃｏｎ）１２０
に伝達される。タイミングコントローラー１２０に伝達された信号はセット部１００のシ
ステムオンチップ（Ｓｙｓｔｅｍ　ｏｎ　ｃｈｉｐ：ＳｅｔＳＯＣ）１３０に伝達されて
、ディスプレイモジュール部３００に提供される電源（ＥＶＤＤ）を遮断する。
【００５５】
　セット部１００のｓｅｒｄｅｓ送受信部１１０でＡＭ＿ｏｕｔ信号を受信すれば、セッ
ト部１００のシステムオンチップ（Ｓｙｓｔｅｍｏｎｃｈｉｐ：ＳｅｔＳＯＣ）１３０に
伝達されて、ＢＤＰカウントなしにパワーオフ（ＰｏｗｅｒＯＦＦ）動作を行う。
【００５６】
　図６は本発明による有機発光表示装置の駆動方法の進行過程を示すフローチャートであ
る。
【００５７】
　電源が提供されれば、タイミングコントローラー、ｓｅｒｄｅｓ送信及び受信回路が駆
動し始める（Ｓ６０１）。ケーブルが正常に締結され、ソースドライブＩＣから正常信号
を受信すれば（Ｓ６０２）、タイミングコントローラーと前記ディスプレイモジュール部
はコンテンツ（ｃｏｎｔｅｎｔｓ）保護のために高帯域複製防止（Ｈｉｇｈ－ｂａｎｄｗ
ｉｄｔｈ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ：ＨＤＣＰ）規格に
よる暗号化及び復号化動作を行う（Ｓ６０３）。
【００５８】
　この時、図７に示すように、“Ｎ”次まで認証動作を行い、“Ｎ”次認証の試みにもか
かわらず（Ｓ６０４、Ｓ６０５）暗号化及び復号化に失敗すれば、電源遮断（Ｐｏｗｅｒ
ＯＦＦ）動作を行う（Ｓ６０６）。
【００５９】
　図８は本発明による有機発光表示装置の駆動方法において、タイミングコントローラー
でディスプレイモジュール部から提供されるパルスをモニターする動作を示す回路図であ
る。ＨＤＣＰ認証が完了すれば、図８に示すように、ディスプレイモジュール部３００で
周期的にパルス（ＨＢＰ）を発生する（Ｓ６０７）。前記ディスプレイモジュール部から
のパルスを実時間でモニターし（Ｓ６０８）、パルスが受信されれば、タイミングコント
ローラー１２０は正常に動作することになる。前記有機発光ダイオードに印加される電圧
が異常であるという論理信号を受信する場合、前記タイミングコントローラーはディスプ
レイモジュール部を介してブラック画面を表示するように制御する（Ｓ６０９）。
【００６０】
　仮に、前記ディスプレイモジュール部からパルスが受信されないとき、前記ディスプレ
イモジュール部にリセット信号を送信する。タイミングコントローラー１２０はＧＰＩＯ
＿１１端子を介して“５ｍｓ”のパルス幅を有するリセット信号を出力して、セット部１
００のＳｅｒｄｅｓ送受信部１１０とディスプレイモジュール部３００のｓｅｒｄｅｓ送
受信部３１０のパワーリセット端子ＰＯＲＥＳ＿Ｎを介してリセットさせる（Ｓ６１０）
。
【００６１】
　図９は安全モード状態でのタイミングコントローラーの動作を示すフローチャートであ
る。
【００６２】
　先に図４を用いて説明したように、ｃａｓｅ１及びｃａｓｅ５で安全モードに進入した
後に所定時間が経過して安全モード解除条件となれば、ディスプレイモジュール部３００
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とセット部１００が正常動作を行わねばならない。ところが、外部ノイズによってディス
プレイモジュール部３００とセット部１００間の通信に障害が発生すれば、このような安
全モードから脱することができなくなる。本発明はこのような問題点を解決するために次
のような動作を行う。
【００６３】
　図示のように、タイミングコントローラー１２０の制御信号によってリセットパルスが
出力されれば、ディスプレイモジュール部３００はブラック画面を表示する安全モードを
遂行する。この時、タイミングコントローラーに内蔵されたタイマーの時間（ｔ）が初期
化される（Ｓ６１１）。タイマーの時間（ｔ）が増加するにつれて（Ｓ６１２）安全モー
ド状態であるかを確認する（Ｓ６１２）。安全モード状態ではないならば、安全モード解
除信号（ＡＭ＿ｏｕｔ）が出力されたことを意味し、タイマーの時間（ｔ）は再度初期化
される。
【００６４】
　一方、安全モード状態が維持された状態でタイマーの時間（ｔ）を設定時間“Ｔ”と比
較する（Ｓ６１４）。前記安全モード解除信号の受信待機のために設定された待機時間は
５秒～１０秒の範囲で設定するが、好適な実施例での設定時間は６秒が好ましい。しかし
、このような設定はディスプレイの使用環境などによって変更可能であり、本発明がこれ
に限られるものではない。
【００６５】
　仮に、設定時間が経過したにもかかわらず安全モード解除信号が受信されなければ、外
部ノイズによるものであると判断し、タイミングコントローラー１２０は強制でリセット
パルスを出力して、セット部１００のＳｅｒｄｅｓ送受信部１１０とディスプレイモジュ
ール部３００のｓｅｒｄｅｓ送受信部３１０のパワーリセット端子ＰＯＲＥＳ＿Ｎを介し
てＳｅｒｄｅｓ送受信部１１０とｓｅｒｄｅｓ送受信部３１０をリセットさせる（Ｓ６１
０）。
【００６６】
　前記で本発明を好適な実施例に基づいて説明したが、当該技術分野の熟練した当業者は
下記の特許請求の範囲に記載された本発明の思想及び領域から逸脱しない範疇内で本発明
を多様に修正及び変更できることが理解可能であろう。
【符号の説明】
【００６７】
　１有機発光表示装置
　１０、１００セット部
　２０ケーブル
　２１基本ケーブル
　２２延長ケーブル
　３０、３００ディスプレイモジュール部
　１１０ｓｅｒｄｅｓ送受信部
　１２０タイミングコントローラー
　１２１アンドゲート
　１３０セットシステムオンチップ
　１４０ＥＶＤＤ検出回路
　３１０ｓｅｒｄｅｓ送受信部
　３３０有機表示パネル
　３３１ソースドライブ回路
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种有机发光显示装置，该有机发光显示装置能够
防止由于施加到电缆的外部噪声的影响而导致的故障，该电缆在显示面
板从设定部分预定距离或更远处附接的状态下延伸; 。 解决方案：安全
模式建立在与显示模块单元隔开预定距离的设置单元中，并且当执行用
于显示黑屏的安全模式时，安全模式由外部噪声对连接显示模块单元和
设置单元的电缆的影响引起。为了防止显示装置的异常维护，包括用于
将用于释放安全模式的复位信号发送到显示模块单元的定时控制器，并
且显示装置具有无限安全模式。可以防止黑屏连续显示。 [选中图]图3
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